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【ジョージア州マリエッタ発】Ｃ‐１３０を製造しているジョージア州マリエッタの

ロッキード・マーティン航空機製造工場でこのほど、横田基地に配備される

初のＣ‐１３０Ｊスーパーハーキュリーズの機体に主翼が取り付けられた。 

 

横田基地第３７４空輸航空団に現在配備されているＣ‐１３０Ｈに替えて、近

い将来、新たに１４機のＣ‐１３０Ｊが導入される予定。 

 

第３７４空輸航空団は、運用群、使命支援群、整備群、医療群の４つの群で

構成されている。それぞれの群の配下に中隊が置かれ、同航空団の使命を

支えている。横田基地には、第３４５戦闘空輸中隊が置かれていた１９７５年

からＣ‐１３０輸送機が配備されている。 

 

Ｃ‐１３０Ｊは、ハーキュリーズの最新型で、米空軍では１９９９年２月から導入

されている。機体にはロールス・ロイスＳＥ２１００Ｄ３ターボ・エンジンを搭載

し、複合材の６枚のプロペラが装備されている。旧Ｈ型に比べ、パフォーマ

ンス性に優れた戦術輸送機だ。 

 

時代の節目の象徴となるスーパーハーキュリーズの組立完成の過程は、チームのメンバーたちに伝えられていく。  

機体に取り付けられるために上部に吊られた主翼（上） 
 

最初のＣ‐１３０Ｊは２０１６年末頃までに横田基地に届けられる

予定 (Photo by Andrew McMurtrie) 


